
七
日
に
し
て
御
親
閲
嘗
日
ま
で
僅
に
八
日
を
餘
す
の
み
。

旗
は
大
謄
に
於
て
由
来
あ
る
祖
校
旗
の
姿
を
捨
て
ず
只
現
時
の
制
服
と
捧

持
行
進
に
適
す
る
の
大
さ
と
な
す
こ
と
に
て
裂
地
は
學
校
に
蔵
さ
れ
し
模
古

名
物
裂
を
使
用
す
る
こ
と
4

な
れ
り
何
分
大
早
急
を
要
す
る
こ
と
ゆ
へ
即

日
此
裂
地
の
尺
量
を
基
と
し
て
雛
形
を
作
り
捧
持
に
適
す
る
大
さ
を
協
議
測

定
し
且
つ
全
證
に
渉
る
圏
稿
を
作
り
翌
日
校
長
の
決
裁
を
経
た
り
頭
後
六

日
分
捲
を
定
め
最
大
速
度
を
以
て
進
渉
す
る
こ
と
4

し
渡
邊
は
洋
服
師
に
白

羅
紗
を
索
め
刺
繍
師
に
手
詰
の
談
判
を
行
ひ
裁
縫
師
に
膝
詰
の
交
渉
を
遂
げ

網
紐
の
製
作
を
無
理
押
に
注
文
す
る
一
方
に
は
和
田
氏
は
隙
野
聖
雲
氏
に
堂

り
て
竿
頭
目
標
の
美
の
字
の
彫
刻
を
迫
り
鈴
川
氏
は
塁
麓
の
古
武
具
店
に
柄

と
為
す
べ
く
六
尺
の
手
鎗
を
索
め
購
ひ
来
り
て
直
に
之
を
六
角
紫
水
氏
に
隅

し
塗
り
改
む
又
清
水
編
蔵
氏
は
八
田

〔辰
之
助
〕
研
究
生
を
督
し
て
金
物

全
部
を
作
る
等
三
方
四
方
皆
大
緊
張
を
以
て
支
障
な
く
進
み
十
四
日
午
後
約

を
違
え
す
集
り
来
り
し
諸
式
を
八
田
研
究
生
を
助
手
と
し
て
取
継
め
を
了
り

し
は
室
内
や
4
暗
き
午
後
五
時
な
り
き
鈴
川
氏
と
共
に
妓
は
安
堵
の
胸
を

撫
下
し
た
る
が
鈴
川
氏
は
其
夜
此
新
旗
に
紳
酒
を
供
へ

燈
火
を
掲
け
て
清
祓

の
意
を
致
し
翌
日
の
御
親
閲
を
待
ち
た
る
次
第
な
り
き
。

扱
出
来
の
新
校
旗
は
挿
箱
に
現
は
れ
た
る
如
く
大
さ
は
巾

一
尺
九
寸
五
分

竪
四
尺
一
寸
五
分
柄
の
長
五
尺
九
寸
な
り
、
表
の
裂
地
は
銀
地
唐
花
文
早
雲

寺
錦
に
縁
廻
り
は
茶
地
向
鳳
凰
圃
文
錦
「
二
人
静
」
な
り
共
に
龍
村
平
蔵

氏
の
模
古
織
成
の
名
物
裂
に
て
裏
は
之
を
入
れ
換
へ
と
な
す
東
京
美
術
學

校
の
六
字
は
本
校
創
設
に
際
し
て
時
の
数
授
黒
川
員
頼
博
士
が
揮
逢
さ
れ
し

大
師
様
の
大
門
標
の
文
字
に
て
現
に
文
庫
に
牧
蔵
さ
る
4
深
き
因
縁
あ
る
も

の
に
て
（
現
今
の
陶
製
門
標
の
文
字
は
則
寓
員
縮
少
に
よ
る
も
の
に
て
文
字

⑨
 

〔字〕

の
大
さ
適
営
な
れ
ば
之
を
拓
本
に
取
り
て
轄
窯
し
や
4
布
宇
を
改
め
た
る
な

り
）
表
は
黒
羅
紗
裏
は
白
羅
紗
共
に
撚
糸
を
以
て
縁
取
り
千
鳥
懸
と
な
す

金
具
は
横
上
雨
端
の
鍍
金
金
具
は
美
字
と
唐
花
文
を
彫
刻
し
其
他
け
ら
首
、

逆
輪
、
紐
付
鋏
、
石
突
等
皆
素
銅
な
り

〔
渡
辺
〕
啓
三
識

り
（
青
貝
叩
は
遂
に
間
に
合
は
ず
後
よ
り
作
る
こ
と
と
な
れ
り
）

の
字
は
金
箔
押
し
三
方
正
面
紐
は
古
袋
紫
型
四
つ
打
本
切
房
継
角
結
な
り

菩
校
旗
は
勿
論
由
来
深
き
も
の
と
し
て
丁
寧
に
保
存
さ
る
べ
く
新
校
旗
は
此

度
の
御
親
閲
に
最
初
の
光
榮
を
荷
ひ
爾
後
機
會
あ
る
毎
に
本
校
の
標
象
と
し

て
光
輝
を
加
へ
行
く
こ
と
4

な
れ
り

昭
和
四
年
一
月
八
日（

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
七
巻
第
七
号
）

六
角
紫
水
の
楽
浪
漆
器
研
究

関
野
貞
の
朝
鮮
半
島
古
蹟
調
査
と
小
場
恒
吉
の
模
写
に
つ
い
て
は
本
書
第
二

巻
535
頁
に
記
し
た
が
、
関
野
の
発
掘
品
中
、
注
目
す
べ
き
も
の
に
楽
浪
漆
器
が

あ
る
。
大
正
五
年
の
調
査
の
際
、
楽
浪
郡
（
大
同
江
一
帯
の
地
方
）
の
古
墳
か

ら
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
、
小
場
恒
吉
や
大
村
西
崖
は
早
く
か
ら
こ
れ
に
注
目

し
、
高
く
評
価
し
て
い
た
。
大
正
十
二
年
に
至
り
、
六
角
紫
水
は
京
城
へ
行
っ

て
実
物
を
見
、
そ
の
技
術
に
感
嘆
し
て
技
法
復
興
の
た
め
の
研
究
を
始
め
た
。

翌
十
三
年
秋
に
は
さ
ら
に
楽
浪
漆
器
の
発
掘
が
あ
り
、
前
回
発
掘
の
分
も
含
め

て
年
代
も
は
っ
ぎ
り
し
た
の
で
、
学
者
の
間
で
強
い
関
心
が
持
た
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
間
の
経
緯
は
小
場
恒
吉
著
「
朝
鮮
楽
浪
漆
器
談
」
（
『東
京
美
術

学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
四
巻
第
二
号）
、

六
角
紫
水
著
「
楽
浪
発
掘
漆
器
に
関

す
る
講
話
」
（
同
誌
第
二
十
五
巻
第
三
、
第
五
号
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

目
標
美

柄
は
う
る
み
塗
千
段
は
青
貝
叩
な
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紫
水
は
五
年
の
研
究
の
末
、
そ
の
成
果
を
研
究
試
作
展
と
し
て
昭
和
三
年
五

月
五
日
、
六
日
の
両
日
、
本
校
会
議
室
で
発
表
。
前
出
校
友
会
月
報
（
第
二
十

七
巻
第
二
号
）
が
、

出
品
黙
敷
は
架
浪
研
究
試
作
約
五
十
貼
と
外
に
同
教
授
が
之
迄
研
究
せ
ら

れ
た
る
色
漆
研
究
、
燒
綸
、
錆
箱
の
研
究
、
末
金
鍍
の
研
究
及
び
古
名
品
の

模
窺
研
究
に
開
す
る
標
本
作
品
等
三
四
十
黙
を
加
へ
て
約
九
十

黙
で
あ
っ

た
、
楽
浪
漆
器
研
究
は
現
在
の
漆
工
界
の
一
衝
動
と
し
て
多
大
の
注
目
せ
ら

る
4
も
の
故
参
観
人
も
二
日
で
朝
野
の
名
士
、
特
に
エ
藝
家
等
約
五
百
餘
人

に
て
非
常
の
盛
會
を
極
め
た
。

と
報
じ
て
い
る
よ
う
に
、
大
変
注
目
を
集
め
た
。
参
考
ま
で
に
小
場
恒
吉
の
同

試
作
展
の
推
薦
文
と
紫
水
の
案
内
状
序
文
を
左
に
掲
げ
る
。

朝
鮮
平
壌
の
到
岸
、
大
同
江
に
沿
ふ
た
廣
衰
二
三
里
の
山
野
に
亘
つ
て
、

漢
代
楽
浪
郡
の
古
墳
が
大
小
多
敷
に
起
伏
し
て
居
る
此
等
の
古
墳
は
、
明

治
二
十
四
年
以
来
履
々
考
古
學
者
に
よ
っ
て
焚
掘
調
査
せ
ら
れ
た
が
、
幸
に

も
私
も
度
び
／
＼
其
調
査
隊
に
加
は
り
装
掘
品
整
理
の
任
に
嘗
っ
た
の
で
其

の
詳
細
に
通
ず
る
こ
と
を
得
た
。
就
中
、
大
正
五
年
秋
の
調
査
に
は
貴
金
隔

器
銅
器
、
武
器
、
玉
石
器
、
陶
器
及
漆
器
等
各
種
の
副
葬
品
を
多
敷
に
登
見

し
た
の
で
架
浪
の
名
稲
が
一
時
に
學
界
に
喧
侮
せ
ら
る
4
様
に
な
っ
た
、
其

営
時
私
は
漆
器
に
描
い
た
り
、
毛
彫
り
を
し
た
り
し
て
あ
る
文
様
の
未
だ
嘗

て
見
た
こ
と
の
無
い
精
細
流
麗
な
様
式
で
あ
り
、
其
描
法
の
餘
り
に
巧
妙
で

あ
る
の
に
且
つ
膀
き
且
つ
喜
び
大
略
の
模
窟
を
作
っ
て
、
漆
工
家
の
為
め
参

考
資
料
と
し
て
美
術
學
校
に
寄
阻
し
た
け
れ
ど
も
、
獨
り
故
大
村
西
崖
先
生

が
、
前
代
未
聞
の
大
焚
見
と
し
て
激
賞
せ
ら
れ
た
の
み
で
あ
っ
て
、
未
だ
漆

工
家
の
注
意
を
喚
起
す
る
迄
に
至
ら
な
か
っ
た
。
其
後
も
隈
々
架
浪
漆
器
の

珍
貴
な
る
こ
と
を
説
き
、
是
に
捩
つ
て
御
手
本
と
し
て
、
衰
微
の
極
に
流
論

し
て
居
る
朝
鮮
漆
工
界
を
改
＿艮
し
て
、
特
産
物
を
作
る
様
に
勘
め
た
け
れ
ど

も
、
何
れ
も
質
技
に
疎
く
唯
考
古
學
者
の
報
告
に
満
足
し
て
居
る
人
の
み
に

過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
甚
だ
遺
憾
に
思
ふ
て
居
っ
た
、
然
る
に
六
角
紫
水
氏
は

闊
野
博
士
の
談
や
私
の
模
寓
圏
な
ど
に
よ
り
架
浪
漆
器
の
優
秀
な
る
こ
と
に

着
眼
し
て
宜
物
研
究
の
要
を
痛
感
せ
ら
れ
、
大
正
十
二
年
朝
鮮
に
渡
た
ら
れ

朝
鮮
博
物
館
所
蔵
の
漆
器
一
切
を
親
し
く
調
査
し
、
漆
聾
の
用
筆
、
毛
彫
の

小
刀
に
至
る
ま
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
今
日
に
傭
は
ら
ざ
る
古
法
を
研
究
さ

〔熱
〕

れ
、
爾
末
敷
年
間
不
撓
不
屈
の
熟
心
と
努
力
と
を
以
て
柴
浪
様
式
に
模
せ
る

漆
器
敷
十
貼
の
製
作
を
試
み
、
殆
ん
ど
他
人
の
追
隧
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
の
新
技

術
を
表
し
て
世
人
を
驚
か
さ
れ
た
の
が
即
ち
今
回
の
展
観
の
漆
器
で
あ
る
。

此
等
作
品
の
漆
需
や
毛
彫
な
ど
の
技
巧
熟
練
と
い
ふ
貼
に
至
っ
て
は
未
だ
古

ヘ
に
及
ば
な
い
恨
が
あ
る
と
は
氏
自
身
も
言
ふ
て
居
ら
る
4

慮
で
あ
る
が
器

物
の
形
状
や
文
様
な
ど
必
し
も
楽
浪
其
儘
の
模
倣
の
み
で
な
く
、
其
の
長
し

て
居
る
精
神
を
掬
み
と
り
、
之
等
に
我
が
奈
一艮
朝
平
安
朝
の
様
式
を
巧
み
に

加
味
し
て
よ
く
其
調
和
を
保
つ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
は
彼
此
漆
工
製
作
と
闘

案
と
に
精
通
し
て
居
ら
る
4

氏
の
如
き
人
で
な
け
れ
ば
到
底
能
く
す
る
こ
と

の
出
来
な
い
業
で
あ
る
。
焚
化
に
乏
し
い
現
代
漆
工
界
の
前
途
に
新
様
式
を

産
み
出
さ
れ
や
う
と
す
る
氏
の
苦
心
と
債
値
と
は
此
等
の
作
品
を
見
る
人
々

の
直
ち
に
首
肯
し
得
る
こ
と
で
あ
っ
て
熱
誠
な
る
氏
の
努
力
は
今
後
必
ず
や

楽
浪
の
古
法
を
復
興
し
て
現
代
の
要
求
に
適
應
す
る
新
趣
の
漆
工
様
式
を
完
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朝
鮮
古
蹟
調
査
委
員

東
京
美
術
學
校
講
師
小
場
恒
吉

（
『
日
本
漆
工
会
会
報
』
第
三
二
五
号
。
昭
和
三
年
五
月
二
十
五
日
）

架
浪
漆
器
妍
究
試
作
展
観
に
就
て

近
年
朝
鮮
架
浪
古
墳
よ
り
装
掘
せ
る
漆
工
品
に
依
り
て
、
二
千
年
前
の
支

那
艇
時
代
に
於
け
る
漆
工
藝
術
の
進
歩
が
既
に
其
の
絶
頂
に
逹
し
居
た
る
こ

と
を
證
明
せ
ら
れ
、
今
更
に
、
我
々
専
門
家
は
睦
若
燈
街
せ
し
め
ら
る
A

次

第
な
り
。
予
は
斯
の
如
き
技
法
、
特
に
現
代
に
於
て
殆
ん
ど
豫
測
だ
に
せ
ら

れ
ざ
り
し
此
漢
代
卓
絶
の
技
法
が
、
其
傾
統
を
失
ひ
た
る
こ
と
を
追
憾
と

し
、
何
と
か
し
て
其
一
端
な
り
と
も
獲
得
復
活
せ
し
め
、
以
て
、
今
日
行
詰

れ
る
我
が
漆
藝
界
に
一
脈
の
生
氣
を
注
入
打
開
せ
ん
こ
と
を
思
立
ち
、
去
る

大
正
十
二
年
以
来
此
方
面
の
研
究
に
没
頭
し
、
今
尚
孜
々
と
し
て
努
め
つ

A

あ
る
次
第
で
殆
ん
ど
他
念
な
く
、
為
め
に
昨
秋
帝
展
第
四
郡
の
始
め
て
開
設

せ
ら
る
4

に
際
し
て
も
豫
め
其
出
品
製
作
を
為
す
の
追
な
く
、
出
品
を
断
念

し
居
り
し
に
、
親
友
中
に
は
之
を
逍
憾
と
し
予
が
研
究
試
作
品
の
中
よ
り
出

品
せ
ん
こ
と
を
懇
切
に
慾
憩
せ
ら
る
4
あ
り
、
依
つ
て
試
作
小
品
二
黙
を
撰

み
出
品
し
た
り
。
然
る
に
闘
ら
ず
も
、
或
る
一
部
の
人
々
に
よ
り
て
誤
認
せ

ら
れ
、
甚
し
き
非
難
を
加
へ
ら
れ
、
延
ひ
て
工
藝
界
に
一
場
の
物
議
波
瀾
を

捲
起
し
た
る
は
、
予
の
宜
に
惹
外
と
す
る
所
に
し
て
、
迷
惑
遺
憾
共
に
紗
か

ら
ざ
る
次
第
な
り
。
然
れ
ど
も
予
は
自
ら
顧
み
て
疾
し
き
所
な
き
を
以
て
、

〔忍
〕

疑
雲
は
遂
に
消
散
す
る
の
時
あ
る
を
信
じ
、
姑
ら
く
隠
認
沈
獣
し
て
自
ら
戒

全
に
大
成
さ
る
4
事
と
思
ふ
。

昭
和
三
年
四
月

し
め
、
営
時
直
に
雛
白
抗
学
を
敢
え
て
せ
ざ
り
し
な
り
。
幸
に
し
て
予
の
苦

心
せ
る
楽
浪
漆
器
の
研
究
は
近
来
漸
<
-
道
の
光
明
を
認
め
得
る
程
度
に
進

み
た
る
も
の
あ
れ
ば
、
妓
に
研
究
行
程
の
一
端
を
公
開
し
て
、
大
方
識
者
諸

賢
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
く
、
従
来
宜
験
試
作
の
小
品
敷
十
貼
と
其
研
究
基
礎

た
る
架
浪
出
土
の
買
物
敷
貼
と
を
陳
列
し
て
高
覧
に
供
せ
ん
と
す
。
幸
に
寸

暇
を
割
い
て
柾
駕
一
顧
を
賜
は
ら
ば
塞
に
光
榮
と
す
る
所
な
り
。

紫
水
の
言
う
「
甚
し
き
非
難
」
云
々
と
は
第
八
回
帝
展
第
四
部
に
彼
が
出
品

し
た
「
方
盆
」
二
点
が
代
作
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。
即
ち
漆
芸

正
風
会
員
十
九
名
（
代
表
堀
井
政
吉
、
梅
沢
隆
真
）
が
紫
水
の
作
品
は
い
ず
れ

も
自
作
に
あ
ら
ず
、
帝
展
規
則
第
七
条
に
違
反
す
る
と
し
て
撤
回
を
要
求
す
る

決
議
文
を
可
決
し
帝
展
当
局
者
に
提
出
、
こ
れ
を
各
紙
が
一
斉
に
報
じ
た
の
で

あ
る
。

紫
水
は
漆
芸
正
風
会
員
十
七
名
を
名
誉
毀
損
で
告
訴
し
た
り
し
た
が
（
昭
和

三
年
二
月）
、
正
木
直
彦
の
尽
力
に
よ
り
事
件
は
昭
和
五
年
に
左
記
の
よ
う
な

解
決
を
み
た
。

0
六
角
紫
水
氏
は
多
年
架
浪
漆
器
砧
究
に
従
事
せ
る
が
、
昭
和
二
年
秋
帝
展

に
出
品
し
た
る
其
の
試
作
方
盆
に
射
し
て
、
物
議
起
り
、
爾
束
氏
の
名
春
と

信
用
を
毀
損
せ
し
め
た
る
漆
藝
正
風
會
員
等
十
八
名
（
高
野
重
人
、
中
村
瑞

香
、
結
城
哲
雄
、
三
田
村
自
芳
、
深
田
駒
吉
、
小
西
重
太
郎
、
佐
藤
陽
雲
、

月
尾
狡
水
、
荘
司
芳
員
、

河
合
秀
甫
、

揺
島
泰
哉
、

岩
瀧
尚
美
、

竹
森
三

六
角
紫
水
拝
白

（
楽
浪
漆
器
研
究
試
作
展
案
内
状
）
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案
支
那
出
張
ノ
件
上
申

東
京
美
術
学
校
書
記
北
浦
大
介

類

嗜

」）
に
よ
っ
て
分
か
る
。

治
、
多
畑
宗
哉
、
高
井
泰
令
、
堀
井
政
吉
、
堆
朱
楊
成
、
梅
澤
隆
員
諸
氏
）

は
、
其
の
非
行
を
覺
り
て
、
今
回
正
木
美
術
學
校
長
を
介
し
て
、
衷
心
謝
愁

を
表
明
し
、
二
月
六
日
上
野
精
養
軒
に
會
合
し
て
祖
交
を
暖
め
た
れ
ば
、
六

角
氏
も
同
校
長
の
保
證
に
依
り
、
之
を
誠
意
に
出
で
た
る
も
の
と
寛
容
せ
ら

れ
、
絃
に
事
件
の
圏
満
な
る
解
決
を
見
た
る
は
、
漆
藝
痰
逹
の
為
洵
に
幸
疫

に
堪
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
一
号
）

な
お
、
こ
の
事
件
の
遠
因
は
紫
水
と
辻
村
松
華
の
対
立
に
あ
り
と
見
る
向
き

も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
報
道
も
な
さ
れ
た
が
、
松
華
は
事
件
の
最
中
に
死
去
し

た
。
昭
和
五
年
十
一
月
六
日
に
は
紫
水
の
楽
浪
漆
器
研
究
成
果
の
一
っ
「
暁
天

吼
号
之
図
漆
器
手
箱
」
（
第
十
一
回
帝
展
出
品
作
）
に
帝
国
美
術
院
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

⑩

唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会

昭
和
二
年
十
月
二
十
八
日
、
正
木
直
彦
校
長
は
外
務
省
対
支
文
化
事
業
部
の

用
務
を
帯
び
て
、
本
校
書
記
兼
文
庫
主
任
北
浦
大
介
、
帝
室
博
物
館
美
術
部
長

溝
口
禎
次
郎
、
嘆
学
者
田
辺
為
―
―一
郎
（
碧
堂
）
ら
と
と
も
に
支
那
へ
向
け
て
出

発
し
た
。
他
に
画
家
渡
辺
晨
畝
が
先
発
し
て
北
京
で
一
行
を
迎
え
た
。
北
浦
は

正
木
の
補
佐
役
と
し
て
随
行
し
た
こ
と
が
左
記
の
上
申
書
控
（
「苫
五
職
員
関
係
書

今
般
小
官
支
那
出
張
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
、
二
付
テ
ハ
渡
支
ノ
上
親
ッ
ク
多
数
支
那

美
術
家
及
碩
学
名
士
ノ
翡

ニ
モ
接
見
シ
日
支
両
霰
美
術
上
ノ
親
善
狽
展
二
盛

力
致
度
及
ブ
限
リ
ニ
於
テ
支
那
古
美
術
並
現
代
美
術
二
就
キ
テ
モ
調
査
視
察

シ
タ
キ
希
望
二
有
之
滞
支
中
ハ
非
常
ナ
ル
多
事
多
忙
タ
ル
ベ
キ
ヲ
豫
想
サ
レ

候
就
テ
ハ
右
ノ
者
ヲ
譴
行
者
ト
シ
テ
帯
同
シ
彼
地
二
於
テ
日
々
逢
着
ス
ベ

キ
事
故

二
際
シ
射
助
者
タ
ラ
シ
メ
度
候
ヲ
以
テ
同
人
ヘ
モ
支
那
出
張
ノ
御
発

令
有
之
度
此
段
上
申
候
也

年

月

文
部
大
臣
宛

追
テ
出
張
期
間
ハ
一
箇
月
餘
二
渉
ル
見
込
ニ
シ
テ
旅
費
ハ
外
務
省
劉
支
文

化
事
業
費
ョ
リ
支
給
サ
ル
、
見
込
二
候

正
木
ら
の
旅
行
は
東
方
絵
画
協
会
役
員
と
し
て
の
任
務
を
帯
び
た
も
の
で
、

最
大
の
目
標
は
第
五
回
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
（
北
京
）
の
実
現
を
図
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
一

行
の
足
跡
は
正
木
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
に
よ
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
ら
は
十
月
二
十
九
日
に
下
関
を
出
港
し
、
翌
三
十
日
釜

山
入
港
。
十
一
月
五
日
ま
で
朝
鮮
各
地
の
遺
跡
や
古
美
術
品
を
見
学
し
、
翌
六

日
奉
天
着
。
七
日
北
京
に
着
き
、
遺
跡
や
美
術
品
を
見
学
し
た
り
、
東
方
絵
画

協
会
員
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
た
り
し
、
特
に
正
木
は
同
会
の
事
業
の
障
害
と

な
っ
て
い
た
金
開
藩
、
周
密
祥
の
対
立
の
調
停
に
つ
と
め
る
な
ど
し
た
。
同
月

二
十
二
日
に
は
天
津
へ
行
き
、
同
様
に
見
学
、
交
流
を
行
い
、
十
二
月
七
日
に

帰
京
し
た
。
正
木
の
「
支
那
旅
行
談
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
六

巻
第
八
号
）
を
読
む
と
、
彼
が
今
回
の
旅
行
に
少
な
か
ら
ず
感
銘
を
受
け
た
様

子
が
判
る
。
彼
は
大
村
西
崖
の
東
洋
美
術
史
研
究
や
中
国
旅
行
を
積
極
的
に
支

日

学
校
長
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